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令和元年度のご支援、ご協力に感謝いたします

暖かな春の光に包まれた３月 17 日、卒業証書授与式を行い、73 名の卒
業生が６年間通った学舎を巣立っていきました。今年度はコロナウィルス

感染拡大防止のため、規模を縮小した形となりましたが、６年生は卒業式

ができること、今までたくさんの人に温かく見守られてきたことに感謝し、

晴れやかな笑顔で巣立っていきました。

18 日には、２週間ぶりに在校生が登校し、学校に元気な子供たちの声が響いています。休業中の
自宅学習の内容を確かめながら復習したり、補充が必要な学習を進めたりしています。

先日、テレビをつけると、歌手の武田鉄矢さんが卒業式ができなかった子供たちへということで、

「思い通りにならなかったことは、人生で一番の思い出になる。何十年後かにみんなと笑顔で語り合

える」と語りかけ、「贈る言葉」を歌っておられました。満たされた環境の中で行う教育の中で、一

番難しいのが、自分の思い通りにならない時の「我慢する力」です。どんな状況に直面しても、そこ

からプラスの方向に考えられる人は幸せな人生を歩むことでしょう。私は、卒業生の晴れやかな顔、

久しぶりの登校に満面の笑みの子供たちに安心し、力をもらいました。

６年生が無事に卒業し、在校生も元気に修了の日を迎えようとしていることは、この上ない喜びで

す。保護者、地域の皆様には、子供たちの安全・安心のためにご尽力いただくとともに､本校の教育

活動にご理解、ご協力をいただき、心より感謝申し上げます。ありがとうございました。

例年のような練習はできませんでしたが、式に臨む態度も証書の頂き方も大変立派で、これまでの

子供たちの学習の積み重ねを感じました。卒業生には、これからも笑顔で自分の道を歩み、夢を実現

するために「考えることから逃げないこと」「感謝の気持ちをもつこと、伝えること」を大事にして

ほしいと話しました。できない理由ではなく、できる方法を考え、挑戦することで、道は開けます。

また、当たり前に思いがちなことにも「ありがとう」という気持ちをもつこと、伝えることで自分も

周りの人も笑顔になれます。私自身にも言い聞かせていきたいと思っています。
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＜４月当初の予定＞

６日（月） 新任式 始業式 (11：45下校)
７日（火） 入学式 (11：45下校)
８日（水） 給食開始 地区児童会（14：55集団下校）

※９日（木）～13日（月）は、1年生は教員付き添いで 14:30頃下校します

14日（火） 研修会のため全校児童 14：00下校
19日（日） 学習参観 PTA総会 学級懇談会

20日 (月) 振替休業日

＜ありがとうございました＞

卒業記念品 ポータブルスピーカー（一部ＰＴＡ助成）
体育館など、いろいろな場所で各種機器の音量を大きくすることができます。

早速、卒業式でも活用させていただきました。

卒業祝い品（ＰＴＡより） 証書ホルダー フォトフレーム


